
　西東京市では「市の鳥」は制定され
ていませんが、旧保谷市ではシジュ
ウカラが「市の鳥」とされていました。
春先によく聞かれる「ツツピー、ツツ
ピー」という鳴き声の主がこのシジュ
ウカラです。体のサイズはスズメと
同じくらい。全体的に青みがかった
灰色の体をしていて、黒い頭に白い頰、
喉から胸にかけてはネクタイのよう
な黒い縦線があるのが特徴です。冬
になっても渡りをしないので、住宅
街の庭先や公園などで一年中よく見

られます。
　街中でよく見かける鳥といえば、
スズメ・ハト・カラスくらいと思い
がちですが、意識して見てみると意
外と多くの種類がすんでいることに
気づきます。５月の10日～16日は
バードウィーク（愛鳥週間）。いつも
より目や耳を
少し鋭くして、
鳥たちの姿や
声を意識して
みてください。

５月は愛鳥週間です59

　いじめ・虐待など子どもの権利侵
害について、相談を受け、救済につ
なげることを目的として「西東京市
子どもの権利擁護委員」を設置し、
子どもの権利擁護委員が関わる「子
ども相談室」を開設します。
　子ども相談室では、相談の専門員
があなたの話をじっくり聞きます。
そして相談に応じて助言や支援を行
い、救済するための調査・調整や要
請・意見表明を行います。子どもを
救済するための要請などを行った後

は、必要に応じて引き続き見守りな
どの支援を行います。
　子ども相談室は、令和元年8月に
開設する予定です。また、今後「西
東京市子どもの権利擁護委員」や「子
ども相談室」が身近に感じられるよ
うな愛称を募集する予定です。市報
などでお知らせしますので、ぜひご
応募ください。▲

子育て支援課n　

p042－460－9841

　市内には約4,700人の外国人住民
がいます。西東京市に暮らす外国に
ルーツをもつ子どもたちの日本語学
習を支援し、地域につないでいく子
ども日本語ボランティアの入門講座
を開催します。
　外国語が話せなくてもかまいません。
ぜひご参加ください。
a・b・c下記参照
d外国人住民への支援活動に関心があ
り、講座修了後の活動が可能で、全８
回の講座のうち６回以上出席できる方
e35人（申込多数は抽選）
i５月16日㈭の講演会終了後に説
明会と受講申込受付

❖�講演会「外国につながる子どもの
教育の現状」
　外国にルーツをもつ子どもたちは
日本でどのように生活をしているの
でしょうか。学校や家庭での様子を
知ってみませんか。
a５月16日㈭午後２時～４時
b田無庁舎２階
※当日、直接会場へ
e50人（先着）
f野山広さん（国立国語研究所）
□共催　NPO法人西東京市多文化
共生センター（NIMIC）▲

文化振興課o　

p042－438－4040

子どもの相談を受け、助けてくれる 
「子どもの権利擁護委員」

子ども日本語ボランティア入門講座

ひみつは
守るよ！

どうしたらいい
か、一番いい方
法を一緒に考え
ます。

一緒に
考えます

安心した！どうすればいいかわかった！

もう大丈夫！

友だちの
ことでも
大丈夫です。

●あなたの気持ちを一番大切に考えます。
●まずは相談の専門員があなたの話を
じっくり聞きます。

どんなことでも話してみてね！

日時 場所 内容
① ５月16日㈭

午後２時
　～４時

田無庁舎 外国につながる子どもの教育の現状
② 23日㈭

イングビル

散在地域の子どもたちの状況と学習支援例（1）

③ 30日㈭ 子どもたちの日本語習得と学習言語への移
行について

④ ６月５日㈬ 散在地域の子どもたちの状況と学習支援例（2）
⑤ ８日㈯

田無庁舎
子どものための日本語学習機材とリライト

⑥ 18日㈫ 保護者や周囲の人たちとのコミュニケー
ション（やさしい日本語）

⑦
27日㈭ イングビル 子ども日本語教室での見学・体験に向けて
６月下旬～７月中旬まで 各日本語教室 日本語教室での見学・体験

⑧ ７月18日㈭ 午後２時
　～４時 イングビル 今後の活動に向けて

子ども相談室への相談・救済の流れイメージ

子 ど も 相 談 室
（子どもの権利擁護委員）

調べる・協力を
依頼する

要請・
意見表明

●一緒に考えたことについて、
関係する人に話を聞いて、調
べたりできます。
●子どもの気持ちを代わりに
伝えることもできます。

関係する人に、
こうなればもっ
とよくなるなど、
意見を言うこと
ができます。

こんなとき… １．学校で／家で／どこでも
２．つらいこと、苦しいこと、困ったこと
３．いじめられている
４．家族につよくたたかれる
５．どうしたらいいのかわからない

ナビ多摩六都科学館

〈ダンス de カガク〉楽しく動いて背すじピン！
　どのようにしたら美しく、かっこ
よく歩くことができる？
　たくさんカラダを使って遊びなが
ら、その仕組みをさぐってみよう。

a５月25日㈯午前10時～11時30分
d小学生（小学３年生以下は保護者
同伴）
g入館券500円（小人200円）

〈ダンス de カガク〉大人のためのカタのほぐし方

□共通
e各20人　fBigFamilyTokyo
i５月14日㈫（必着）までに、jの
kからまたははがきでイベント名・
開催日・時間・住所・氏

ふり
名
がな
・年齢（学

年）・電話番号をjへ
□協力　石井文由さん（明治薬科大学セ

ルフメディケーション学研究室教授）
※応募多数は抽選し、当選者のみに
参加券を送付
b・j多摩六都科学館
　p042－469－6100
休館日：７日㈫～10日㈮・13日㈪・
20日㈪・27日㈪

　肩こりはどうして起こるのでしょう。
　その仕組みを知り、カラダをほぐ
すダンスでコリ知らずを目指してみ
ませんか？

a５月25日㈯午後１時～３時
d18歳以上　※現在治療中の方はご
本人の責任においてご参加ください。
g入館券500円

　市民文化祭のポスターや総合プロ
グラム表紙に掲載するイラスト作品
を募集します。市民文化祭のテーマ
「出会いふれあい文化の輪」にちなみ、
市民と市民文化祭の関わり、市民文
化祭の様子や魅力などが感じられる
すてきな作品をお待ちしております。
あなたの作品で街中を彩り、一緒に
市民文化祭を盛り上げましょう。
d在住・在勤・在学（市近隣の学校
などを含む）の高校生以上
i６月17日㈪午前９時～７月11日㈭
午後５時に、所定の応募用紙と作品を
文化振興課（保谷庁舎３階）へ持参
□表彰　●最優秀賞１作品

●優秀賞２作品
※詳細は、５月上旬から下記で配布
する募集要項または市kをご覧く
ださい。▲

文化振興課o
　p042－438－4040

西東京市民文化祭ポスター用
イラスト作品を募集！

平成30年度の最優秀作品

広報広報

「西東京市からのお知らせ」 FM西東京（84.2MHz）
❶午後０時45分～１時㈪～㈰　❷午後８時～８時15分㈪～㈮

「広報西東京」をデイジー版・CD版でお聞きになれます。
詳細は、谷戸図書館p042ー421ー4545へお問い合わせください。

音声版「声の広報」も
作成しています
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